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１．はじめに 
 私たちはペルセウス座流星群の観測をした。観測方法は、眼視観測と電波観測のふたつ

である。 
 眼視観測は、2007 年の 8 月 11～13 日にかけて、新潟県でグループ計数法により２班に

分かれた観測した。 
 電波観測は JA9YDB 福井高専アマチュア無線クラブ（顧問：前川公男氏）が発射する

53.750MH2 のビーコン電波を使用した。観測は本校第二校舎屋上（埼玉県川越市石原町 2
丁目）の４素子八木アンテナに接続したアイテック製 RH-1 のオーディオ出力を、HROFFT
（大川一彦氏作）計測し、時間ごとの全エコー数ならびにロングエコー数をグラフ化した。 
２．結果 
（１）眼視観測について 
＜出現数＞ 
 11/12 日，12/13 日ともに夜が更けるほど ZHR が増えていく。11/12 日は増加しているだ

けだが、12/13 日は 25 時からの 1 時間がピークで、その後流星数は減った。観測は観測時

間が遅くなるにつれて、ふたつの班の ZHR に差が生じる。 
 天文回報（日本流

星研究会発行）を見

ると、私たちと同様

に 11/12 日よりも

12/13 日の方が増加

している。しかし、

ZHR の平均は日本流

星研究会の場合、

11/12 日は 48.6（私た

ちは 105）、12/13 日

は 88.9（私たちは

397）でかなりの差がある。 
 
 
 
 

眼視観測でのＺＨＲ（２班の平均）

0

100

200

300

400

500

２４：００ ２８：００ ８：００ １２：００ １６：００ ２０：００ ２４：００

8月12日 8月13日

ＺＨＲ(2007)



＜光度分布＞ 
光星 -1 0 1 2 3 

 11/12 0 3 17 52 52 

 12/13 0 3 80 240 188 

 
 
（２）電波観測について 
 グラフから 13 日にエコー数が最も多くなっていた。 
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３．考察 
（１）眼視について 
 2007 年は月が出ていなかった（新月）のと、雲量が少なかったため、多くの流星が観測

できた。また、2004 年の観測結果と比べると、比較的光度の低い流星が多く、痕がある流

星の割合が高いことがわかった。 
 ペルセウス座流星群の極大日は予想通り 12/13 日頃だといえる。 
私たちの最微光星は平均して 4.0 等以下で、一方日本流星研究会（NMS）の最微光星は

4.0 等以上であった。そのため、私たちの観測では、CHR を求める際の係数（Fa）が大き

くなり ZHR の差が大きくなった。 
 
（２）電波観測について 
 12/13 日にエコーが多くあるのは、この日がペルセウス座流背群の極大をむかえているか

らと考えられる。これは眼視観測の結果と一致する。 
 2004年の電波観測では、11/12日にエコーが最も多い。だが、2005年の電波観測では12/13
日にエコー数が最も多い。同じ埼玉県なので川口児童館と比べてみたところ、12/13 日が最

も多い。 


